


















の研究会 (第 41回､第 42回)の開催､第 18号
の会報の発行､常務理事会 ･理事会の開催 (各 2
回)､その他､祝電 (静岡実験動物研究会､創立
30周記念大会)を行ったこと｡②第 4,1【司研究会
は 6月 22日 (金)､㈱林原生物化学研究所 ･藤
崎研究所の栗本雅司所長のお世話で藤崎研究所で
開催され､さらに研究所の見学会が行われたこと､
第 42回研究会は本日 (11月 30日)､まきび会館
で行われていること｡③第 18号会報は 9月に発
行され､10月に会員に配布されたこと｡④平成
13 年 度 の会計収支 中間報告 と して .収入が
773,207円､支出が 262,657円､残高が 510,550
円であること｡⑤平成 14年度の活動計画として,
第 43回､第 44回研究会の開催,第 19号会報の
発行､役員の選任､常務理事全 く3回)･理事会
(2 回)の開催を予定していること､第 43回研




別講演 2は ｢がんと免疫｣と題 して中山香-先
坐 (岡山大大学院医歯学総合研究科)が講演され
































































唐等の重病を引き起 こす ことになる｡ このためア
ポ トーシスの制御機構は､非常に精密且つ複雑に
調節されている｡アポ トーシスの誘導には､サイ











カスバ-ゼ 9･カスバ-ゼ 10が initiator分子と
して､その下流の effector分子としてカスパー
ゼ 3･カスパーゼ 6･カスバ-ゼ 7が関与するこ
とが明らかとなっている｡
サイ トカンである TNFや Fasリガンドが細胞
表面にあるそれぞれのレセプターに結合すると､
アポ トーシス誘導シグナルが細胞に伝わ り,細胞













うに､カスバ-ゼ 8 は､ レセプターを介 したア
ポ トーシス誘導シグナル伝達には必須な分子であ
る｡





パーゼ 8が機能 しな くなると仔は生まれずに胎
児の時期に臓器形成異常のため死亡することが判
明 した｡ このことは､カスバ-ゼ 8が腫発生期
に何 らかの役割 を果た していること､胚発生に必
要な分子であることを示唆する｡またカスパーゼ
8はデス レセプターか らのアポ トーシス誘導シグ
ナルを伝達する上で鍵 となる分子であるが､我々
の研究によりFasや TNFレセプターばか りでな
く TRAILレセプターか らのアポ トーシス誘導に
も関与することが新たに判った｡本研究会では,
最近の知見と我々の解析結果を交えて､カスバ-

















在が分子 レベルで明 らかになった｡ この抗原は
























ワクチ ンとして最 も期待 される分子 である｡CT









新 しいヒ ト遺伝子を同定 した｡遺伝子配列を決定






コンビナン ト蛋 白を用 いて検討 した ところ､25
人の患者に抗休の存在が認められた｡ これ らのこ




平成 14年 6月 7日 (金)午後 1時 30分から
午後 5時まで重井医学研究所の内藤一郎先生の
お世話で当研究所を会場にして､開催された｡




某氏 ら (岡山大 ･大学院自然科学研究科､埼玉県
立がんセンター研究所)が講演 された｡ この司会
は内藤一郎先生 (垂井医学研究所)が担当された｡
一般講演 (2)は ｢マウスの皮膚反応 におけるヒス
タミン H3受容体の関与｣と題 してホッセン ･マ
リア女史 ら (岡山大 ･薬学部 ･薬物学教室)が講
演 された｡ この司会は大森粛先生 (岡山大 ･工学
部)が担 当された｡一般講演 (3)は ｢フタホシコ
オ ロギのフェノール酸化酵素の性状｣ と括 しての














支出 423,187円､残高 570,820円であ り､5月 28
日に会計監査を受けていること､平成 14年度の
研究会の活動計画 として,第 44回研究会 (創立
20周年記念大会)は 11月下旬に公共施設で行 う



















大谷 真 1)､新海雄介 1)､松島芳文 2)､
橘 正芳 2)､国枝哲夫 1)
1)岡山大学 自然科学研究科､2)埼玉県がんセ ンタ
ー研究所
【目的】 ヒ ト waardenburg症候群 type4(WS4)






















腎臓及び脳か ら定法によ り､RNA を抽出し､
RT･PCR法で cDNA を合成した｡更にこの PCR
産物をクローニングし塩基配列の決定を行った｡
次 に WS4マウスの肝臓か ら定法 によ りゲノム
DNAの塩基配列をもとに WS4マウスの DNAを
抽出した｡マウスのゲノム DNA の塩基配列をも










ソンのうちエクソン 2 とエクソン 3が欠失して
いることが明らかとなった｡この欠失よりEdnz･b




て塩基配列の決定を行った結果､イ ン トロン 1
































































































































○ 橋本匡司 1､桜田新- 1､大岩一雄 1､丸山






















































































































(第 41回研究会は 6月 22日､第 42回研究会は
本日の 11月 30日)､第 18号研究会報の発行 (9
月)､送付 (10月)､常務理事会の開催 (2回､4






究所 (世話人:藤崎研究所長 栗本雅 司氏)で開





②平成 13年度(1月 1日か ら 11月 28日)の会
計収支中間報告 :収入の部として､前年度繰越金
629,110円､会費 24,000円､賛助会費 120,000円､
郵便貯金利子 97円とな り､収入総額は 773,207
円､一方､支出の部として､第 18号会報 Ⅰ印刷
費 149,887円､通信費 59,880円､第 41回研究
会補助費 50,000円､雑費 2,890円､支出総額は
262,657 円で､残高は 510,550円であった｡




講演 に基づ く広告､研究会だよ り､参考資料､会
見名簿､組織 ･会則であった｡
④平成 14年度の研究会の活動計画 :研究会の
開催 (第 43回研究会は来年 6月に重井医学研究
所で､一般講演 と特別講演を企画､第 44回研究
会 :創立 20周年記念大会は 11月下旬に公共施








平成 14年 6月 7日 (金)12時 30分から 13
時 10分まで重井医学研究所で開催された｡




②平成 14年度の活動計画 :研究会を 2B]開催｡





講演 ･招待講演 ･特別講演な ど 3題 を企画する｡
第 19号研究会報の発行 (9月予定)､拡大常務理
事会 (4月 23日､9月､10月の 3回予定)､理




円､賛助会費 180,000 円､広告料 50,000円､
会報売上代 500円､寄付金 100,000円､定額貯
金利子 300円､郵便貯金利子 97円とな り､収入
総額は 994,007円､一方､支出の部 として､第 18
号会報印刷費 149,887円､通信費 59,880円,第
41回研究会謝金 30,000円､補助費 20,000円､
第 42回研究会謝金 60,000円､補助費 100,300
円､雑費 3,120円､支出総額は 423,187円で､
残高は 570,820円であった｡会計監査は 5月 28
日に監事の中永征太郎先生､河本泰生先生によっ
て行われた旨の報告があった｡
④第 19号会報の編集 ･発行 :6月原稿締切,9
月発行､50頁を予定｡内容は従来通 りあいさつ､
特別講演要旨､賛助会員による講演､寄稿 (3-4
編)､施設め ぐり (2編)､研究会だよ り､参考資
料､会員名簿､組織 ･会則 とする｡創立 20周年








大学)､盛政忠 臣氏 (医療法人祥和会福 山脳血管
医学研究所)｡
